
大
阪
府
連
・
第
一
回
理
事
会
が
、

二
日
「
府
連
大
会
以
降
半
年
間
、
ど

の
よ
う
に
実
践
し
て
き
た
か
、
来
年

の
大
会
ま
で
の
活
動
の
重
点
を
ど
こ

に
置
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
定
数
二
五
名
の
う
ち
一
七

名
の
出
席
で
し
た
。

渡
辺
会
長
は
「
日
中
関
係
回
復
の

た
め
に
は
、
外
交
交
渉
に
よ
る
平
和

的
解
決
の
た
め
に
努
力
」
と
の
協
会

の
立
場
を
強
調
し
「
『
漫
画
展
』
の

取
り
組
み
で
発
揮
さ
れ
た
勢
い
で

「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
日
中
の
出

番
」
を
合
言
葉
に
す
す
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

松
尾
理
事
長
か
ら
「
漫
画
展
」
で

は
、
府
内
民
主
団
体
へ
案
内
依
頼
を

行
な
い
成
功
し
た
、

中
国
語
受
講
生
は

若
干
の
落
ち
込
み

は
あ
る
も
の
の
、

今
期
も
順
調
に
と

り
く
ま
れ
て
い
る

こ
と
等
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

「
中
国
の
関
心
に
こ
た
え
る
活
動
」

と
し
て
、
二
月
に
市
民
向
け
の
今
後

の
中
国
と
日
中
関
係
を
知
る
学
習
講

演
会
の
開
催
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
府

連
規
約
の
整
備
も
次
期
大
会
に
提
案

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
仲
間
づ
く
り
と
組
織
強
化
・
拡

大
」
は
、
会
員
・
準
会
員
の
力
も
借

り
て
、
千
名
会
員
、
当
面
七
百
名
の

組
織
を
築
こ
う
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
の
本
部
理
事
会
で
確
認
さ

れ
た
来
年
の
京
劇
全
国
公
演
や
「
規

約
改
正
の
検
討
に
つ
い
て
」
も
報
告

さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
、
発
言
も

含
め
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

府
連
事
務
局
の
状
況
に
つ
い
て
、

体
調
不
良
で
療
養
中
の
高
瀬
事
務
局

長
に
替
っ
て
澤
野
井
事
務
局
次
長
が

事
務
局
長
代
行
と
し
て
業
務
を
遂
行

し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
部
の
学
習
会
は
「
党
大
会
後
の

新
状
況
と
日
中
関
係
」
を
テ
ー
マ
に

山
本
恒
人
副
会
長
が
、
中
国
共
産
党

第
十
八
回
大
会
で
選
ば
れ
た
新
指
導

部
の
特
徴
や
、
大
会
決
定
と
そ
の
背

景
、
今
後
の
日
中
関
係
は
な
ど
項
目

ご
と
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
講
義
の
内
容
は
、

中
国
の
社
会
状
況
・
貧
富
の
格
差
や

中
国
経
済
の
動
き
、
汚
職
・
腐
敗
の

実
態
な
ど
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
よ

く
分
か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。
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理
事
会
で
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
討
議

｢

こ
れ
か
ら
の
日
中
関
係｣

で
講
演
会

府連通信

選
挙
戦
も
最
終
盤
で
す
が
、
各

党
の
領
土
問
題
、
特
に
尖
閣
諸
島

に
関
す
る
論
戦
は
低
調
で
す
。

十
一
月
三
十
日
の
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
党
首
討
論
会
で
は
、
釣
魚
島

（
日
本
名
・
尖
閣
諸
島
）
問
題
へ

の
対
応
な
ど
対
中
政
策
も
主
要
議

題
の
一
つ
と
な
っ
た
と
「
人
民
網

（
日
本
語
版
）
」
（
十
二
月
二
日
）

が
各
党
の
領
土
問
題
公
約
を
報
道

し
て
い
ま
す
。

民
主
党
は
自
民
党
の
打
ち
出
し

た
釣
魚
島
へ
の
公
務
員
常
駐
に
つ

い
て
は
「
日
中
関
係
に
も
た
ら
す

影
響
を
考
慮
し
、
中
国
に
対
す
る

不
必
要
な
刺
激
は
避
け
る
べ
き
だ
」

と
表
明
。

自
民
党
は
釣
魚
島
の
「
国
有
化
」

に
全
面
的
な
支
持
を
表
明
す
る
一

方
で
、
民
主
党
の
対
中
政
策
を
批

判
し
「
中
国
に
遠
慮
し
続
け
て
き

た
こ
と
で
外
交
上
の
失
敗
を
招
い

た
」
と
述
べ
、
釣
魚
島
の
実
効
支

配
を
強
化
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。

維
新
の
会
は
日
中
関
係
悪
化
へ

の
責
任
は
自
民
党
に
あ
り
、
係
争

棚
上
げ
が
間
違
い
だ
っ
た
。
さ
ら

に
釣
魚
島
へ
の
灯
台
や
船
だ
ま
り

を
建
設
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

日
本
共
産
党
は
釣
魚
島
問
題
に

つ
い
て
、
冷
静
に
外
交
交
渉
を
通

じ
て
解
決
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た

と
各
党
の
主
張
を
紹
介
し
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

選
挙
戦
で
の
尖
閣
諸
島
の
論
戦

中
国
人
民
網
が
領
土
問
題
を
報
道

① 日中大阪府連主催・1/6(日)9：00～

北スポーツセンター（阪急・地下鉄中津駅）

② 日中守口支部主催・1/14(祝)10：00～

守口市民体育館・柔道場(京阪守口市駅前）

太極拳の好きな方、どちらの会場でも参加ＯＫです。

参加費：1,000円、２４式・４８式など

十
二
月
五
日
、

西
支
部
主
催
の

干
支
色
紙
・
き

り
え
教
室
が
稲

田
雪
男
さ
ん
を

講
師
に
開
か
れ

ま
し
た
。
注
意

事
項
を
聞
き
な

が
ら
初
心
者
用

と
ベ
テ
ラ
ン
用
二
つ
の
図
案
が
準

備
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
レ
ン
ジ
し

な
が
ら
、｢

巳｣

年
の
干
支
色
紙
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

2013年太極拳新春初けいこ

干
支
色
紙
講
習
会

残留孤児の生活は、新支援法により改善されまし

たが、中国「残留孤児」が死亡した後も、配偶者が

その生活水準を維持できるよう、新支援法を改正し

て、手厚い支援を求めて請願署名を集めています。

みなさんのご協力をお願いします。

中国「残留孤児」配偶者の
生活支援を求める請願署名！



中
国
語
講
座
の
生
徒
数
の
減
少
や
、

日
中
会
員
の
減
少
な
ど
で
、
大
阪
府

連
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

経
費
節
減
な
ど
に
も
と
り
く
ん
で

い
ま
す
が
、
財
政
強
化
の
た
め
、
年

末
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
一
月
号
で
募
金
を
寄
せ
て
い
た

だ
い
た
団
体
名
は
紹
介
し
ま
し
た
が
、

個
人
募
金
の
方
々
を
今
号
で
ご
紹
介

し
ま
す
。
団
体
募
金
・
十
八
団
体
と

個
人
募
金
五
四
名
、
会
場
募
金
と
合

わ
せ
て
二
十
九
万
円
を
超
え
る
協
賛

金
や
、
募
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
村
成
雄
、
長
谷
川
八
坂
、
榊

正
明
、

白
石
鉄
雄
、
布
川
雅
章
、
藤
本
直
枝
、

吉
本
喜
代
子
、
浜
田

征
、
立
川
孝
信
、

土
井
一
正
、
廣
原
資
泰
、
玉
川
和
隆
、

古
田
真
佐
子
、
杉
谷
和
子
、
山
本
恒
人
、

森

雅
克
、
大
谷
茂
義
、
吉
田
光
子
、

松
野
弘
太
郎
、
渡
辺

武
、
上
村
康
夫
、

鰺
坂

真
、
薮
田
ゆ
き
え
、
東
垣
内
清
、

宮
本
福
夫
、
小
野
邦
也
、
梁
田
憲
二
郎
、

畑
沢

進
、
北
野
英
夫
、
野
路
八
郎
、

大
森
輝
夫
、
押
川
直
孝
、
野
口
政
廣
、

石
川
元
也
、
西
川
治
郎
、
竹
谷
修
三
、

梅
本
啓
子
、
小
林
徳
子
、
大
島
彰
吾
、

大
塚
睦
子
、
高
橋

朗
、
今
橋
巳
佐
子
、

茶
園
真
炎
、
長
尾
正
典
、
光
吉
道
子
、

梅
川

勉
、
瀬
藤
た
み
子
、
栗
山
俊
子
、

平
松
悦
雄
、
澤
野
井
公
夫
、
片
山
英
徳
、

久
保
田
真
理
子
、
大
西

武
、
松
尾
豊

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
二
五
日
、

「
み
ん
な
で
か
け
る
虹
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
大
阪
城
公
園
前
を
ス
タ
ー
ト

し
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
前
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
「
第
二
回

大
阪
マ
ラ
ソ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
支
部

の
浜
田
文
雄
さ
ん
か
ら
、
完
走
し
た

よ
ろ
こ
び
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

『
当
日
は
朝
九
時
ス
タ
ー
ト
な
の
で

大
阪
城
公
園
に
七
時
半
到
着
、
着
替

え
て
荷
物
を
預
け
ス
タ
ー
ト
位
置
に

八
時
半
に
集
合
で
す
。
九
時
に
ス
タ
ー

ト
の
合
図
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聞
こ

え
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を

十
二
分
後
に
、
や
っ
と

走
り
だ
し
ま
し
た
。
後

ろ
に
ま
だ
大
勢
い
た
の

で
、
一
般
で
は
早
い
ほ

う
だ
と
思
い
ま
す
。

天
気
が
良
か
っ
た
の
で
気
分
良
く

快
走
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り

で
す
。
タ
レ
ン
ト
の
周
り
に
は
Ｔ
Ｖ

カ
メ
ラ
が
い
た
り
、
少
し
走
り
に
く

か
っ
た
で
す
。
御
堂
筋
を
北
へ
向
い

た
地
点
で
、
ガ
リ
ク
ソ
ン
を
抜
き
、

御
堂
筋
を
南
へ
走
る
十
五
キ
ロ
地
点

で
、
吉
本
の
石
田
靖
も
追
い
抜
き
ま

し
た
。
調
子
が
良
か
っ
た
の
は
そ
こ

ま
で
、
給
水
時
に
歩
く
時
間

が
長
く
な
り
二
六
キ
ロ
過
ぎ

に
は
足
が
と
ま
り
、
残
り
十

六
キ
ロ
は
ほ
と
ん
ど
歩
き
で

す
。
完
走
時
間
は
五
時
間
三

九
分
、
な
か
な
か
五
時
間
を

切
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
八
月
は
じ
め
に

テ
ニ
ス
の
練
習
で
、
左
足
ひ

ざ
を
ラ
ケ
ッ
ト
で
叩
い
た
痛
み
が
、

十
月
末
ま
で
治
ら
な
か
っ
た
の
で
練

習
不
足
で
し
た
。
無
理
せ
ず
歩
い
て

の
完
走
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
の
で

の
ん
び
り
楽
し
み
ま
し
た
。
ダ
メ
ー

ジ
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
翌
日
の
テ

ニ
ス
も
普
通
に
で
き
た
の
も
良
か
っ

た
で
す
。
来
年
は
し
っ
か
り
練
習
し

て
五
時
間
を
切
り
た
い
で
す
。
』

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
ま
し
た

三
万
人
が
浪
速
の
街
を
駆
け
る

中
国
共
産
党
第
十
八
回
大
会
は
、

今
後
十
年
間
に
「
国
民
の
収
入
を
倍

増
す
る
こ
と
」
お
よ
び
「
経
済
発
展

パ
タ
ー
ン
を
転
換
」
し
、
投
資
主
導

型
か
ら
消
費
牽
引
型
の
経
済
発
展
へ

の
転
換
を
促
す
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
方
向
性
は
全
く
正
し
い
も

の
で
す
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
①
で
は
投
資

が
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
占
め

る
過
大
な
割
合
、
②
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

占
め
る
消
費
割
合
が
縮
み
続
け
て
お

り
、
そ
の
こ
と
は
経
済
格
差
の
拡
大

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
経
済

の
持
続
的
成
長
の
制
約
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

中
国
の
社
会
階
層
分
類
は
五
段
階

上
層
一
、
五
％
、
中
上
層
三
、
二
％
、

中
層
十
三
、
三
％
、
中
下
層
六
八
％
、

下
層
十
四
％
で
表
さ
れ
ま
す
が
、

「
中
下
層
」
は
産
業
労
働
者
、
農
民

工
、
農
民
、
「
下
層
」
は
都
市
失
業

者
群
と
困
窮
農
家
と
で
構
成
さ
れ
、

就
業
人
口
七
億
九
千
万
人
の
八
二
％
、

六
億
七
千
万
人
を
占
め
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。｢

上
層
」
と
は
中
央
・

地
方
の
政
府
、
国
有
企
業
な
ど
指
導

者
層
、
私
営
大
企
業
家
で
千
二
百
万

人
で
す
〔
中
国
の
研
究
者
「
楊
継
縄
」

著
書
〕
こ
の
分
類
は
所
得
、
権
力
、

社
会
的
評
価
を
総
合
評
価
し
た
も
の

で
す
が
、
国
民
消
費
の
低
迷
の
根
拠

を
示
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

国
民
の
「
所
得
倍
増
」
目
標
を
本

当
に
達
成
す
る
に
は
、
全
体
を
底
上

げ
す
る
こ
と
と
経
済
格
差
縮
小
と
を

連
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
ベ
ー
ス
で
は
、
個
人
所
得
税
の

低
い
捕
捉
率
、
累
進
課
税
の
不
徹
底

を
改
め
、
固
定
資
産
税
や
相
続
税
を

創
設
す
る
こ
と
、
法
人
ベ
ー
ス
で
は

と
く
に
国
有
企
業
の
過
大
な
内
部
留

保
を
国
庫
に
吸
収
す
る
な
ど
、
所
得

再
分
配
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
国
有
企
業
だ
け
が
得

を
す
る
と
い
う
歪
ん
だ
金
融
制
度
を

改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
れ
ば
、
地
方
政
府
が
農
民

か
ら
の
土
地
収
用
と
そ
の
開
発
で
財

源
を
作
る
こ
と
が
引
き
起
こ
す
農
民

と
の
対
立
・
紛
争
と
い
う
事
態
も
減

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
汚
職
と
腐
敗
も

少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

す
な
わ
ち
、
大
会
決
定
が
掲
げ
る

「
人
民
の
主
体
的
地
位
」
が
基
本
と

い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
た
経
済
運
営

こ
そ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

経
済
成
長
を
根
本
で
支
え
て
い
る
労

働
者
・
農
民
・
農
民
工
の
待
遇
が
改

善
さ
れ
、
経
済
成
長
の
成
果
を
分
か

ち
合
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
て

る
こ
と
が
今
一
番
大
切
な
こ
と
な
の

で
す
。
一
部
の
守
旧
派
幹
部
が
唱
え

る
よ
う
な
「
毛
沢
東
時
代
に
回
帰
せ

よ
」
と
い
う
の
は
大
間
違
い
で
す
。

中
国
の
国
民
は
「
貧
し
さ
の
平
等
」

な
ど
を
望
ん
で
は
い
な
い
の
で
す
。

中
国
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
⑤

副
会
長
・
山
本
恒
人

中
国
共
産
党
大
会
の
所
得
倍
増
政
策
の
重
要
性

年
末
募
金
に
ご
協
力
を

漫
画
展
募
金
あ
り
が
と
う

八
月
号
か
ら
連
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
、
山
本
恒
人
さ
ん
の
経
済
ト
ピ
ッ

ク
ス
は
、
中
国
経
済
の
現
状
と
中
国

共
産
党
大
会
で
の
新
指
導
部
の
動
向

を
ま
じ
え
て
の
連
載
で
掲
載
内
容
は

①
経
済
成
長
と
鈍
化
傾
向
の
実
態
は

②
伸
び
悩
む
消
費
、
格
差
拡
大
傾
向

に
歯
止
め
か
か
ら
ず

③
国
有
経
済

が
民
営
経
済
を
圧
迫｢

国
進
民
退｣

か

④
国
有
企
業
は
誰
の
も
の
、
利
益
の

国
民
へ
の
還
元
は

⑤
中
国
共
産
党

大
会
の
「
所
得
倍
増
」
政
策
の
重
要

性
、
の
五
回
で
し
た
。

連
載
の
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
は

今
月
第
五
回
で
終
了
で
す


